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↑ステージで熱唱する BARON （バロン） さん

「私のぽろり～ん」をしました

　平成 26 年 11 月 3 日 （月 ・ 祝） に明倫公民
館にて、 「私のぽろり～ん」 を行いました。

　公演では、 竹ち代毬也さんのほかに、 明倫
地区の 3 名の女性が出演しました。

　前半の、 事前に録音していた好きなものの好
きな理由にあわせて、 3 人が演技する様子は、
知っている出演者の皆さんの新しい一面がみえ
たからでしょうか、 ドキッとさせるものでした。

　後半の、 竹ち代毬也さんが一人で踊る姿は、
共演した 3 人に応えるべく、 誠実そのものでし
た。 50 代男性のキャリアや地位を外しつつも、
存在感がありました。 明倫 AIR の滞在制作を
通じてより醸成された、 竹ち代毬也さんの人間
味があふれる演技でした。

　公民館の窓から見える小鴨川の堤防沿いの、
倉吉のありふれた日常を背景に、 「私」 をテー
マにした特別な時間が流れていました。

↑私のぽろり～ん出演のみなさん。 中央でサン
グラスをかけて椅子に座っているのが竹ち代
毬也さん。

　平成 26 年 11 月 2 日 （日） 3 日 （月 ・ 祝）
に旧仲倉医院にて、 「明倫ボードビル SHOW」
を行いました。

　ボードビリアンの BARON （バロン） さんのうた、
おどり、 コメディー、 タップダンス、 パントマイ
ムをみんなで楽しみました。

　昼、 夜と計 3 回の公演が行われました。 屋
外のステージを計画していたため、 2 日 （日）
夜の公演の際は、 雨のため急きょステージを屋
内に移動することを余儀なくされ、 開場が 30
分遅れてしまい皆様にご迷惑をおかけしまし
た。 また、 3 日 （月・祝） は、 あまりにも寒かっ
たため公演内容を一部変更しました。

　公演の最後に、明倫地区をテーマにした曲 「メ
イリーン」を披露しました。 この曲は、BARON（バ
ロン） さんが明倫地区に滞在し、 感じたことを
詩と歌にしています。 歴史を積み重ねたまちな
みにぴったりの曲に仕上がっています。

　

「明倫ボードビル SHOW」をしました



「永本冬森の 100 問 100 答」をしました
　平成26年11月12日（水）に旧仲倉医院にて、
明倫地区に滞在するアーティストの永本冬森さ
んのアーティストトークを行いました。

　事前にみなさんからいただいた 100 の質問に
答えつつ、 アーティストになることについていろ
いろな話がありました。

　第一部では、 日本での実績が全くない状態
で外国へ行き、 生きていくためには表現するし
かない状況になった時の経験談など、 作品を
つくるだけではないアーティストの実際について
話がありました。

　第二部では、 今年 9 月に出版され、 Amazon
芸術教育部門でベストセラーとなった話題の
書、 『学校では教えてくれないアーティストのな
り方 （いたみありさ著）』 とのコラボレーション企
画として、 著者が運営するニューヨークの人気
ギャラリー 「Ouchi Gallery （オウチギャラリー） 」
から 「JCAT （ジェイキャット）」 のチーフアドバ
イザーの高松えみこさんが訪れ、 対談を行いま
した。

　外国と日本の違いを理解したうえで、 東京な
どの大都会を経由することなく、 ニューヨークの
ギャラリーと鳥取が直接結びつくことが可能であ
ると話がありました。

　当日の様子はユーストリームで放送しました。
また、 録画を YouTube に掲載しています。

　大人向けのナイトショーということもあり、 滞在
制作とは一味違った竹ち代毬也さん、 チェリー
タイフーンさんのステージでした。

　前売り分だけで会場が満席となったため問い
合わせをお断りする場面があり、 申し訳ありま
せんでした。

↑永本冬森さんの 100 問 100 答を、 旧仲倉医
院の廊下に展示しました。 問答を形にした不
思議な空間が形成されました。

「御伽草子　灯籠」をしました

　平成 26 年 11 月 22 日 （日） に倉吉淀屋にて、
「御伽草子　灯籠」 を行いました。

　御伽草子の公演は昨年に引き続き 2 回目。

　今回はチェリータイフーンさんの出身地である
江戸下町が舞台となっている江戸時代の怪談
「牡丹灯籠」 を題材にしています。

　明倫 AIR で滞在しているチェリータイフーンさ
ん、 ロンさんが、 山内有二さんの三味線や笛
の音にあわせて踊りました。 照明と音響の効果
もあり、 非日常な空間が創出されました。

　セリフがないのですが、 日常だれでもおこりう
る男女の交流が表現されており、 今回も人間味
あふれる舞台でした。

「のぞきからくり」をしました

　平成 26 年 11 月１日（土）に旧仲倉医院にて、
「キャバレーのぞきからくり」 を行いました。

　のぞきからくりは、 使われなくなった鳥取県内
随所にある昭和時代に建てられた建築物の、
再生を模索する取り組みです。

　県内を横断するように、 旧仲倉医院のほか、
鳥取市 「旧クラブ紬」、三朝町 「芝居小屋ニュー
ラッキー」 でも行われました。

　

↑ロンさん （左） とチェリータイフーンさん （右）
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